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 北海道では、明治以降原野を切り開きながら農地の開墾が進められ、農地・家屋を風から守

る防風林もあわせて造成された。国営緊急農地再編整備事業を実施する「美唄地区」内でも防

風林が広く造成されており、現在、オオタカなどの猛禽類が営巣する豊かな自然環境となって

いる。本地区では、専門家の助言のもと、継続的に猛禽類の生息調査を実施しており、令和４

年度工事の実施に向けて検討した配慮計画について報告するものである。 
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はじめに 

 国営緊急農地再編整備事業「美唄地区」（以下「本地

区」という。）は、北海道中部（道央地方）にある美唄

市に位置し、一級河川石狩川の左岸に広がる水田地帯で

ある（図－１）。 

地区の営農は、水稲を主体に小麦、大豆、野菜類等を

導入した農業経営が行われているが、農地は小区画（現

況区画：0.3～0.5ha）となっており、泥炭土に起因する

排水不良も生じていることから、効率的な農作業の妨げ

となっているため、将来的に耕作放棄地が増加する恐れ

がある。 

このため、本事業で区画整理を行い、耕作放棄地を含

めた土地利用の再編、担い手への農地集積を進めること

により、生産性の向上と耕作放棄地の解消・発生防止に

よる優良農地の確保を図り、農業の振興を基幹とした地

域の活性化に資するため、平成25年度に事業着手してい

る（表－１）。 

本地区では、表－２のとおり、事業進捗段階に応じ現

地調査及び各種検討を図ってきており、事業を進める中、

地区内の防風林に、オオタカの営巣がいくつか確認され

ていたことから、平成28年度から、専門家の助言のもと、

継続的に猛禽類の生息調査を実施している。 

本報では、これまでの調査で得られたオオタカの営巣

状況や知見を踏まえ、令和４年度の工事実施に向けて検

討した保全対策・配慮事項について報告するものである。 

１．オオタカの生息環境 

 (1) オオタカの生態・営巣環境 

オオタカは、平地から低山の林に生息する中型の猛禽

類である。北海道から九州まで広く生息し、北海道と本

州(近畿地方東部以北)が、主な繁殖地となっており、環

境省第４次レッドリスト(2020)は準絶滅危惧（NT）、北

海道レッドリスト【鳥類編】改訂版(2017)は準絶滅危惧

（Nt）に指定されている。 

体長は、雄が約45～53cm、雌が約54～59cm、体重は、

雄が約500～700ｇ、雌が約900～1,200ｇとなっており、

雌の方がかなり大きい。翼を開いた状態になると、98～

131cmもあり、カラスほどの大きさである。 

巣は、大きさが50～100cmほどで、地上から平均8ｍほ

どの高さの太枝の付け根や幹の又に細い枝を組んで造る。 

営巣を行う樹種としては、北海道内では、カラマツ人

工林が利用されることが多く、常緑針葉樹林や針広混交

林、落葉広葉樹林などの利用も確認されている。 

また、繁殖に使われた巣は、翌年以降も同じ巣を利用

することがあるが、特に繁殖に成功した場合は連続で同

じ巣を利用する確率が高いことが言われている。 

図－１ 美唄地区の位置図 及び 表－１ 美唄地区の事業概要 

事業期間 平成25年度～令和8年度（予定）

関係市町村 北海道 美唄市

地区面積 1,872ha

主要工事 区画整理　1,682ha

表－２ 美唄地区の事業進捗段階における検討事項 

地区おける検討事項

動植物の生息・生育調査、環境配慮計画策定

設計・施工計画 配慮すべき生物の確認調査・配慮方針の検討

工事（施工）前 工事実施に向けた保全対策・配慮事項の設定

工事（施工）後 工事完了後における環境配慮対策の評価検証

調査・計画（地区調査）

実
施

段　階
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(2) 美唄地区内のオオタカの営巣状況と生活史 

平成28年から令和３年までの現地調査の結果、地区内

の防風林では、オオタカの繁殖が毎年１～３箇所で行わ

れており、令和３年度は３箇所で営巣が確認された。 

繁殖に利用された巣の形状及び状況について、表－３

及び写真－１に示す。確認された３つの巣のうち、№Ａ

及び№Ｃについては、複数年利用されており、令和４年

度以降の工事箇所に近いことから、引き続き、生息状況

の把握が必要である。 

図－２にオオタカの生活史と雛の生育状況の写真を示

す。現地調査の結果から、地区内では、３月中旬から４

月下旬にかけて繁殖のために飛来し（①求愛期・造巣

期）、４月上旬から６月上旬の期間が「②抱卵期」、５

月下旬から７月中旬の期間が「③巣内育雛期」であり、

７月上旬から中旬に巣立ちを迎えることが確認された。 

特に、②抱卵期及び③巣内育雛期については、警戒心

を抱かせ営巣や育雛を放棄することがないよう、配慮が

必要な期間であり、巣に隣接する工事現場では、この期

間は、影響軽減となる施工方法を検討する必要がある。 

２．環境配慮に向けた基本的な考え方 

本地区の調査・計画段階において、希少猛禽類の生息

は、既往資料等から石狩川の河畔林で確認されており、

地域内及び地区に隣接する防風林が営巣地として利用さ

れる可能性があったことから、「営巣地周辺での工事に

あたっては、緑地環境の保全と、繁殖を妨げない配慮が

必要である」との基本的な考え方を整理し、事業実施に

あたっては、表－４に示す「防風林」において、「環境

配慮内容」と「保全対策」を設定している。 

農業農村整備事業における環境との調和に配慮する考

え方では、環境への影響を緩和する方法として、「環境

配慮の５原則（ミティゲーション５原則）」に基づき行

うことになっている。オオタカに対する保全対策では、

ミティゲーションの「軽減」としており、行為期間中、

環境を保護及び維持することにより、時間を経て生じる

影響を軽減することが、基本的な考えとなる。 

また、本地区の事業計画では、周辺を流れる数多くの

河川、排水路、沼等の水辺及び防風林等の緑地には、希

少種を含む多様な生物が生息しており、事業実施にあた

っては、「生物の生息環境に配慮した整備を進めること」

としている。 

以上のことから、これら基本的な考え方に基づき、オ

オタカの生息環境に配慮した整備を進めるため、これま

で得られた営巣状況の調査結果を踏まえ、工事実施に向

けた検討を行った。 

表－４ 美唄地区の環境配慮内容と保全対策（抜粋） 

対象区域 環境配慮の内容 保全対象生物 保全対策 ミティゲーション

軽減
（影響の軽減）

行為期間中、環境を
保護及び維持するこ
とにより、時間を経
て生じる影響を軽減
すること。

既存防風林の保全を
前提とした区画形状
や用排水路及び耕作
道路の配置計画を検
討する。工事前に営
巣確認調査を行う。

オオタカ

防風林内で営巣の
可能性がある貴重
な猛禽類に対する
工事中の配慮

防風林

表－３ 繁殖に利用された巣の形状(令和３年度) 

A 針広混交林 カラマツ 17 42 80×30 9

B 針広混交林 ストローブマツ 15 36 70×30 8

C 針広混交林 カラマツ 16 25 70×40 9

長径×厚さ

(ｃｍ)

地上高

(ｍ)

巣
巣

№ 樹種
樹高

(ｍ)

胸高直径

(ｃｍ)

営巣地林相

営巣木

図－２ オオタカの生活史（ライフサイクル）と雛の生育状況(令和３年度) 

写真－１ 繁殖に利用された巣の状況(令和３年度) 

巣 №Ａ 巣 №Ｂ 

巣 №Ｃ 巣 №Ｃ(繁殖状況) 
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３．工事実施に向けた保全対策の検討 

本地区の工事施工中におけるオオタカへの影響軽減を

目的とした、配慮方針を設定するため、平成31年度、専

門家との検討会を実施した。 

検討会では、これまで農地再編整備事業の実施に伴う

配慮事例が少なかったことから、既存文献や他事業の事

例から配慮項目を洗い出し、オオタカの営巣状況を踏ま

え、工事箇所・実施時期、作業内容・施工順序、工事施

工中の騒音・振動による影響等について確認を行った。 

また、保全対策について、専門家からの意見を参考に、

配慮区域（騒音・振動による影響範囲）、配慮期間、保

全措置を、表－５のとおり設定した。 

本地区におけるオオタカの保全対策としては、営巣木

から半径400ｍの範囲で実施する工事は、抱卵期及び巣

内育雛期（4月中旬～7月中旬）において、工事の作業変

化点毎にモニタリングを行い、繁殖活動への影響を確認

しながら工事を進めることした。また、工事実施箇所の

環境変化や施工機械の稼働に慣れさせるため、施工を行

う順序として、営巣木から離れた場所（ほ区）から着手

し、徐々に近づけながら実施することとした。(図－４) 

なお、専門家からは、元来、営巣木周辺は農地であり、 

これまでの日常的な農作業やトラクターなどの農業機械

の稼働に対して、オオタカが慣れている環境であること

から、工事実施当初は想定外と思われる作業や人の動き

については警戒しやすいが、慣れてくれば、通常の施工

（機械による繰り返し作業等）については影響が少ない

との見解を頂いた。 

４．令和４年度の工事実施に向けた配慮計画 

(1) 令和４年度工事箇所と営巣箇所の位置関係 

令和３年度に確認された３箇所の営巣のうち、２箇所

（№Ａ及び№Ｃ）については、複数年利用されており、

次年度以降も営巣に利用される可能性が高い。 

これら営巣木から半径400ｍの範囲には、令和４年度

予定の工事箇所があり、実施に向けた具体的な配慮計画

の検討が必要となったことから令和３年度に専門家との

現地検討会を実施した。（写真－２） 

 

(2) 現地検討会に基づく配慮計画の検討（追加対策） 

現地検討会では、営巣箇所（№Ａ及び№Ｃ）において、

平成31年度に設定した保全対策に照らし合わせて、現地

確認を行った。 

専門家からは、現場の見通しの良い状況から、営巣木

から半径400ｍを超えた範囲についても行動範囲となる

ことを考慮し、工事準備段階における保全対策や工事環

境への馴化方法について新たな意見があった。（表－６） 

これら意見については、これまでの配慮計画（表－５）

に加え、本地区の「工事実施時における配慮計画」とし

て取りまとめた。  

表－５ 平成31年度検討会における検討結果  
   （工事実施時における配慮計画） 

保全対策（配慮事項）

・対象工事は、営巣木から半径400ｍの範囲

・抱卵期・巣内育雛期（４月中旬～７月下旬）
　は、工事・作業等における配慮が必要

１) 巣の確認
・工事の作業変化点毎にモニタリングを実施し、
　繁殖活動中の警戒行動を確認

・営巣木へ接近しない（不要な行動をとらない）

・昼休みは工事現場を離れ、静寂な時間を確保

・早朝や夜間の作業は避ける（投光・騒音等）

・営巣木に隣接する公道等では、緊急時以外は
　工事関係車両の駐停車を制限

３) 施工順序の配慮
・工事・作業等は、営巣木から離れた場所から
　着手し、徐々に近づけながら実施

４) 施工機械の配慮
・ダンプトラックの「あおり音」などの突発的
　な騒音発生について、十分留意しながら実施

・クラクションは、緊急時以外の利用を避ける

５) 警戒行動が
　　確認された場合

・作業は一旦休止し、３０分程度様子を見る。
　その後、様子を確認しながら再開する

項　目

１ 配慮区域

２ 配慮期間

３ 保全措置

２) 工事配慮

表－６ 令和３年度現地検討会における検討結果  
     （工事実施時における配慮計画（追加対策）） 

写真－２ 現地検討会の実施状況 

保全対策（追加配慮事項）

２)-１ 工事配慮
　　　（準備段階）

・準備工・測量作業時（４月上旬～５月上旬）
　は、繁殖活動への影響を把握しながら実施。
・作業員の出入りを極力少なくする

４)-１ 工事環境への
　　　 馴化

・施工機械に慣れさせるため、本格的な工事が
　行われる前から、工事現場に停めておく

項　目

３ 保全措置

図－４ 工事実施における施工順序の配慮イメージ 
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(3) 工事実施中における保全対策及びモニタリング  

令和４年度の工事実施に向けた準備として、工事現場

における営巣確認後の保全対策の手順や工事工程に合わ

せたモニタリング時期を明確にするため、前項で整理し

た「工事実施時における配慮計画」を基に、オオタカに

配慮した工事現場対応フロー（図－５）及びモニタリン

グ計画（図－６）を作成した。 

工事着工後、現地調査を実施し、オオタカの営巣が確

認された場合は、当該工事における施工順序及び工事工

程を確認の上、モニタリングの実施時期を決定する。 

また、準備工以降の施工においては、工事の作業変化

点毎にモニタリングを実施し、新たな作業に対する繁殖

活動への影響や警戒行動の有無を確認しつつ、必要に応

じ保全対策を実施する。 

なお、雛の巣立ち確認後は、保全対策の実施状況と

実施結果の評価を行い、工事における対策は終了となる。 

４．おわりに  

本地区は、事業着手以降、オオタカの営巣活動を確

認しながら現地調査を実施し、営巣地周辺の区画では、

緑地環境の保全と繁殖を妨げない配慮方針から、詳細設

計において、防風林を改変しない整備・工事を検討して

きたが、営巣木から半径 400ｍの範囲内における工事実

施は、令和４年度が初めてとなる。 

本報告では、専門家の協力のもと、オオタカの生息

環境に配慮した整備を進めるため、配慮方針の決定及び

配慮計画の策定により、工事による影響の軽減を目指す

ものである。 

なお、令和４年度に実施された保全対策については、

実施結果の検証を行い、得られた知見を令和５年度以降

の工事において活用する予定である。 

 

謝辞：本地区における工事施工に向けた保全対策にあた

り、数々の貴重なご助言をいただいた帯広畜産大学名誉

教授の藤巻裕蔵氏に心より感謝の意を表します。 
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図－５ オオタカに配慮した工事現場対応フロー 

図－６ 営巣・繁殖活動のモニタリング計画（イメージ） 
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本

体

工

事

巣内

育雛期

営巣状況の確認

（４月中旬～５月上旬）

繁殖活動中の状況（警戒行動）の確認

（５月中旬～７月中旬）

⑦

①

②

③

④

⑤

⑥

巣立ちの確認

求愛・

造巣期


